


佐渡市

新潟県

新潟県佐渡市の紹介

佐渡市の基礎データ

●人 口 49,755人

●面 積 855ｋ㎡ （東京23区の約1.4倍）

●周 囲 280ｋｍ

●世帯数 22,959世帯

●平成16年3月1日に1市7町2村が合併し、佐渡市が誕生
●「佐渡島（さど）の金山」は世界文化遺産候補であり、2024年の登録を目指す
●四季折々の豊かな自然と食文化が楽しむことができ、歴史と多様な文化を誇る島

特別天然記念物「とき」 佐渡金山

能舞台 鬼太鼓



佐渡市を取り巻く現状と課題

人口減少スピードの増加による危機感 少子高齢化による担い手不足

地域経済・産業の縮小 地域コミュニティ機能の低下 ライフラインへの影響

経済 文化環境 社会

現状を踏まえた抜本的な対策が必要(持続可能な仕組み)

化石エネルギーの島
生態系サービスの低下

ライフライン（病院、水道、
道路）の危機

地域・集落の喪失
伝統・文化の喪失

経済規模の縮小
小規模企業の衰退

国勢調査人口
令和2年 51,492人
平成27年 57,255人
増減 ▲ 5,763人（県内市町村27/30位）

R3 高齢化率 43.1％（全国29.1％）
R2 出生数 236人（H16： 404人）
R2 死亡数 1,123人（H16：1,062人）



企業誘致・スタートアップ人財定着促進事業

これまでの取組 進出企業向け

●佐渡市雇用機会拡充事業補助金
●佐渡ビジネスコンテストの開催
●サテライトオフィス等への入居支援
●地元企業等と連携した地域定着支援
●新潟イノベーションベース（NIIB）による活動支援

社員向け

●引越費用補助、家賃補助、奨学金返還支援
●コミュニティマネージャー設置による相談窓口、交流機会の創出

現状と課題 これまで、民間の創業・企業誘致支援団体「NEXT佐渡」との連携により、

ここ数年で30社ほどの企業が佐渡市に進出している。

主にIT関連のスタートアップが事業拡大を目的に佐渡へ進出し、
サテライトオフィス等を設置、事業に取り組んでいる。

●佐渡への進出メリットが補助金や支援制度のみではなく、佐渡へ進出して成長したいと思われる新たな仕組みの構築が必要となっている。
●佐渡島内だけではIT人材の確保が懸念され、進出企業の地域定着、IT人材の育成をはじめ、島外からの採用が必要となっている。

●進出企業及び社員が佐渡で成長し定着できるよう、佐渡ならではのスタートアップ支援による地域定着、社員の離職防止を図る。



●佐渡島と繋がる交流事業
●SADOワーケーション受入促進事業
●佐渡ビジネスコンテスト
●進出企業定着・地域活性化支援事業
●進出企業社員用シェアハウスの整備事業

① 佐渡島と繋がる交流イベント告知への企業ロゴ掲載等
② SADOワーケーションの共催による交流促進
③ 佐渡ビジネスコンテスト審査委員としての参加と進出企業の成長への貢献
④ 進出企業定着・地域活性化支援事業における連携したプロジェクトへの参画
⑤ SDGs、CSRの推進に寄与

お問い合わせ先

新潟県佐渡市役所 地域振興部 移住交流推進課

西牧・木下

〒952-1292 新潟県佐渡市千種232番地

TEL:0259-67-7153 FAX:0259-63-5125

E-mail:r-iju@city.sado.niigata.jp

交流イベントからSADOワーケーションで佐渡を知り・体験する！そして、サテライトオフィスに進出するスタートアップ支援ならびに移住した社員

の暮らしを支え、企業の成長と安心して「働き」「暮らせる」環境づくりを通じて「起業成功率No.1の島」を目指す。
目的

佐渡進出へのきっかけづくりから、地域への定
着を支援し、企業と社員が佐渡での「成長」
「定着」を確実に実現します！

企業誘致・スタートアップ人財定着促進事業

佐渡市の取組内容

佐渡市が目指す島づくり

☆ 進出企業の成長・定着！
☆ 社員の移住促進・定着！
☆ 課題解決先進地域の実現！

ご寄付いただける企業様のメリット

寄付による新たなパートナーシップを構築

◆起業成功率№「1」の島を目指す！


